
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名：医療法人財団明理会  IMS Me-Life クリニック新宿  

受審施設の概要  

IMS Me-Lifeクリニック新宿は、約 140の医療・介護施設を展開する総合医療福祉グループ

IMSグループが、全国で 8カ所に設置する健診施設の一つである。 1985年に開設し 1994年に現

在地に移転した。  

施設は、新宿駅前のテナントビル 2Fにあり、クリニックも併設している。限られたスペー

スながら各検査室を効率よく配置し、受診者の動線にも配慮したスムーズな健診が行われて

いる。  

グループ内の連携もよく、受診後のフォローアップ体制もグループ全体で構築されている    

駅からは地下道で直結しており交通アクセスは至便である。  

年間の受診者数は、一日ドック約 3,300人、二日ドック約 300人。その他の健診を約 13,400

人実施している。 2005年に初回の認定を受け、今回が 3回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

グループの方針に沿った、計画的な組織運営が行われている。理念と基本方針は、予防医

学部門で統一して定め、施設内掲示やホームページへの掲載で周知している。個人情報保護

に向けては、プライバシーポリシーを策定している他、研修会を定期的に開催している。  

就業規則は、グループで統一して作成し、ハラスメント防止規程や相談窓口もある。  

中期計画は、グループの 5年計画に沿う形で予防医学部門や各施設へと落し込みされ、達成

度評価も行われている。予算の作成や月次の職員周知も適切である。  

組織図や委員会構成図により、指揮命令系統は明確である。  

医師の配置は、常勤・非常勤をあわせてシフト表が作成されている。繁忙時にはグループ

内で人員補填が可能な体制もあり、必要十分な体制が構築されている。院長が人間ドック健

診専門医と指導医を取得しているが、その他の専門資格を持つ医師の関与についても検討を

期待する。入職時の本人確認は適切である。  

医師以外の医療職は、看護師 2名、管理栄養士 1名（人間ドックアドバイザー）、診療放射

線技師 3名、臨床検査技師 7名が常勤で配置されている。事務職員は 20名が常勤で所属する充

実した体制で、担当業務が明確である。  

教育体制は、 IMSスクールと銘打ったグループの年間教育計画があり、職種や職制また勤続

年数に応じて、多彩なプログラムが設定されている。積極的な参加がなされているが、教育

効果の確認のためにも参加記録の整備を望む。グループの院内学会は、メインの学会に加え

て、事務学会や看護学会を定期的に開催し、詳細な抄録も作成している。  

医療安全管理体制は、委員会の開催やマニュアル作成等適切で、インシデント報告を基に

再発防止策が検討されている。感染管理についても、体制は適切であるが、感染性廃棄物の

院内保管場所については、安全管理に向けたさらなる検討を望む。防災対策は、消防訓練へ

の参加や災害マニュアルの整備等適切である、  

情報の管理体制については、責任者が明確でマニュアルやトラブル発生時の対応フローが

作成されている。システムへのアクセスは、個人毎のパスワードで制限されている。事務室

内に設置されている健診サーバーについては、入退室等アクセス管理の仕組み構築に向けて

検討が必要である。  

薬剤や診療材料の管理は、発注や在庫管理の担当者が明確で棚卸しも適切である。救急カ

ートは定数管理がなされている。委託業務管理は、選定基準を定め業務評価が行われている。  



高齢者や障害者等配慮が必要な受診者への対応については、施設内がバリアフリー化され、

対応マニュアルが作成されている。  

外国人受診者への対応は、グループ内の業者がコーディネーターとなり施設マッチングや

通訳派遣を行うしくみが構築されている。海外から受診目的で来日する外国人受診者は大幅

に減少しているが、近隣に勤務する外国人に対しては、マニュアルに基づき従来通りの受入

れが行われている。翻訳機や翻訳集の準備もあり年間 20名程度の受診がある。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

契約業務は、企業･保険者毎に全ての団体に渉外担当者を配置し適切な管理がなされている。

予約受付業務は、マニュアルが整備され、健診料金の収受や会計処理、また会議への報告

も適切である。  

人間ドック学会が提示する基本検査項目が実施されている。  

受診環境は、ビル内のワンフロア施設のためコンパクトで見通しが良く、全体が把握しや

すい配置となっている。待合の大きな窓からは新宿駅を望む事が出来る。感染対策により雑

誌類を撤去した代わりにフリー Wi-Fiを利用可能にするなど工夫がなされている。年に 8回の

土日健診（内 4回はレディース健診）や、企業の土曜日貸し切り健診を実施しており、受診し

易くする取り組みもある。  

受診に関する事前の情報提供体制については、問い合わせ先を、ホームページと事前送付

書類に明記し、問い合わせ対応マニュアルも整備されている。  

健診当日の医療面接は、看護師が実施しており内容も適切であるが、上部・下部内視鏡検

査対象者以外は検査の合間に実施されている。当日の体調確認を含めた受診者情報は健診の

早期に得る事が望ましいので、実施の順番等についても検討を期待する。医療面接で得られ

た情報は、受診票と PC画面で多職種へ共有できるようになっており、適切である。 BLS訓練に

ついては、法人グループの講習参加者は確認できたが、施設内で実施した訓練記録が確認で

きなかったため、今後実施記録を作成されたい。  

精度管理体制については、内部精度管理は適切に実施されており、外部精度管理も、日本

臨床検査技師会、全国労働衛生団体連合会（腹部超音波、胸部 X線）、精度管理中央機構（マ

ンモグラフィ）に参加しており適切である。画像の判定は、二重読影がなされ、一方を施設

内医師、他方を委託遠隔診断で実施している。  

医師による結果説明は、検査データが記載された仮報告書を用いて、画像の提示も加えな

がら実施しており、適切である。ただし実施率は約 6割であり、後日面談の希望者も少ない。

Web面談や検査結果の早期確定に向けて検討中であり、今後の対策に期待したい。  

保健指導は、医師が結果説明と共に実施しており、健診結果報告書のコメントをカスタマ

イズして記録としている。以前は、管理栄養士が保健指導を担当し、記録もされていた。今

後は、保健指導を結果説明とは別項目として位置付け、管理栄養士や保健師・看護師を加え

た保健指導体制の充実に向けても検討を期待する。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者の要望の把握については、検査終了後のアンケート配布やご意見箱設置によって行

われ、内容も業務改善委員会などで検討されており、適切である。  

フォローアップ体制は、今回の受審を機に改善が進み、法人グループの相談窓口による受

診案内体制も確立されつつあるが、精検受診把握率のさらなる向上に期待したい。  

近隣医療機関との連携については、リストがあり受診者の要望に応えられる体制が構築さ

れている。また、施設長が各種勉強会の座長や司会も務める等、積極的な活動がなされてい

る。  



健診結果の分析は、施設で集計され、人間ドック学会の統計調査にも参加しており適切で

ある。学会発表も、外部やグループ内学会において行われていて評価できる。今後は倫理審

査の記録保存についても検討を望む。  

受診者に向けた情報提供は、グループ内で連携して、多様に展開されている。広報誌には、

各種健診統計や分析をはじめ、特定保健指導や精密検査実施率向上の取り組みなどが掲載さ

れている。年会費無料の「イムスロイヤル健康倶楽部」は、健康情報の配信等により受診を

啓発するシステムで、退職者に対する継続的な受診機会提供を主な目的としている。結果送

付時に同封される検査結果解説のリーフレットは、内容が豊富で、精密検査相談窓口も紹介

されている。また、スマートフォンアプリ上で、健診結果の閲覧が可能なしくみもある。  

健康経営にむけた取り組みでは、渉外担当者が保険者や企業の担当者から要望の把握を行

っている他、グループで「イムス健診フォーラム」を開催し、講演会や交流会を続けている。     

業務改善の体制は、毎月委員会を開催し、アンケート調査を基に受診者の要望についての

検討が行われている。改善事例は、院内に掲示し周知されている。目標設定も明確で、グル

ープ、施設、部門、個人それぞれで作成し、定期的な評価も行われている。  

 

総括  

グループ一体の運営により、効率的かつ充実した体制が構築されている。その強みを活か

した事務業務の一元化や Web問診開始の計画もあり、今後のさらなる発展が期待できる。  

また、大規模グループによるスケールメリットを十二分に活用し、様々な媒体を使い多様

な角度から、受診者に有用な情報提供が行われている。特に受診準備や精密検査受診に向け

た情報提供体制が充実している事は評価したい。  

機能評価受審を改善の機会と捉えた取り組みの結果、前回指摘事項の多くが改善されてい

るが、結果説明・保健指導・フォローアップの体制については、まだ改善の余地があり、引

き続きの取り組みを期待する。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日   2023 年  1 月  12 日  

認定承認日  2023 年  2 月  25 日  


